
 
．助動詞【ポイント解説】

 

 助動詞(1) 

～ 助動詞 ： ～しなければならない（過去形はない）

～ 動詞 ： ～しなければならない（過去形は“ ”）

～ 助動詞 ： ～すべき

１ 日本文に合うように、   内に入る適切な 語を書きなさい。

 私は毎日ギターを練習しなければなりません。

     

 病院では静かにしなければなりません。

         

 あなたは夜ふかししてはいけません。

      

この箱を開けてはいけません。

   

 図書館ではうるさくしてはいけません。

           

私はその質問に答えなければいけませんか。－ はい。

   －    

 明日は早く起きなければいけませんか。

ー いいえ、その必要はありません。

   

－       

私は妹たちの面倒を見なければなりません。

       

私は、彼に電話しなければなりせんか。－ はい。

      －    

彼は毎朝、早く起きなければなりません。

         

彼はそこへ行かなければなりませんか。ー いいえ、その必要はありません。

      －    

私はこの本を読まなければならなかった。

      

あなたは、朝は早く起きたほうがよい。
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 助動詞(2) 

～ ： ～できる（過去形“ ）

～ ： ～できる

注  人以外のモノが主語の英文では“ ”しか使うことができない。また、過去の場合、当時の能力に

ついては、“ ”でも“ ”でも使うことができるが、当時の 度きりの出来事につ

いては、“ ”を使う 仮定法を参照 。

２ 日本文に合うように、   内に入る適切な 語を書きなさい。

 彼は英語を話すことができます。

   

  彼女は車を運転することができますか。－いいえ、できません。

    －    

  彼はとても速く泳ぐことができた。

      

 私は昨夜，テレビを見ることができませんでした。 

         

  彼はとても速く泳ぐことができましたか。－はい、できました。

      －    

あなたの息子さんは英語を話すことができます。

      

  あなたたちは試合に勝つことができましたか。－いいえ。

            

－       

 娘は、 メートル泳ぐことができませんでした。

      

 あなたは来年の夏には、泳げるようになるでしょう。

            

その部屋を使っていいよ。

   

あなたの自転車を借りてもいいですか。－はい、いいですよ。

      －    

ドアを開けてくれますか。－はい、いいですよ。

   －       
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 助動詞(3) その他
 

私が「～しましょうか」 
～  

→

私が「～してもよいですか」
～

→

私が「～したい」 ～ ～

相手に「～してくれませんか」

～

→

→ （ はキツイ表現）

相手に「～はいかがですか」 ～

相手に「一緒に～しませんか」
～ ～ ～  

→  

３ 日本文に合うように、   内に入る適切な 語を書きなさい。

「（私は）このケーキを食べてもよろしいですか」「いいですよ」

         ─

 それをもう一度言っていただけませんか。

         

（私が）ドアを閉めましょうか。

        

 明日，野球をしましょうか。

        

 あなたの辞書を使ってもいいですか。

        

 紅茶はいかがですか。

        

 私を手伝ってくださいませんか。

        

あなたの部屋をそうじしましょうか。－ いいえ，けっこうです。

      －       

公園に行きましょうか。－ええ，そうしましょう。

        －    

コーヒーはいかがですか。－はい，いただきます。

        －    
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．助動詞【ポイント解説】

補充問題 次の対話が成り立つように、下線部に適する語を書きなさい。
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補充問題     

  

４


